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福島. 
 
風間順一郎, 小田 朗, 中島 彩, 田中健一, 社本 博, 及川友好. 遠隔医療の維持透析診療への導入. 第22
回日本遠隔医療学会学術大会; 20181110; 福岡. 
 
田中健一. 慢性腎臓病における貧血管理の実態について－福島CKDコホート研究－. 第27回腎とエリスロポエ
チン研究会; 20181117; 東京. 
 
田中健一. NSAIDsによる腎機能障害のリスク. 変形性関節症の治療戦略 in いわき; 20181129; いわき. 
 
小田 朗, 菅野真理, 齋藤浩孝, 岩崎剛史, 中島 彩, 青栁佳子, 小針英理, 田中健一, 風間順一郎. 膜性
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腎症の寛解中に抗GBM抗体型腎炎を発症した一例. 第99回福島腎不全研究会; 20181209; 郡山. 
 
〔シンポジウム〕 
 
風間順一郎. 無形成骨による有害事象. 第38回日本骨形態計測学会; 20180621; 大阪. 
 
風間順一郎. 細胞外液Ca濃度維持機能の理論と実際. 第61回日本腎臓学会学術総会サテライトシンポジウム; 
20180729; さいたま. 
 
小田 朗. 慢性腎臓病患者にみられる骨粗鬆症治療薬の副作用. 第20回日本骨粗鬆症学会; 20181026; 長崎. 
 
〔特別講演〕 
 
風間順一郎. 内科医が診る骨粗鬆症. 帝人ファーマ株式会社 骨粗鬆症社内研究会; 20180125; 仙台. 
 
田中健一. CDK進展と高尿酸血症. 高尿酸血症と心腎連関セミナ  ー in いわき; 20180126; いわき. 
 
風間順一郎. 透析アミロイドーシスの病態とリクセルの新展開. 第26回血液浄化セミナ ;ー 20180128; 西宮. 
 
田中健一. CKD診療における高血圧治療の意義. 第28回郡山腎疾患ミニ研究会; 20180130; 郡山. 
 
風間順一郎. CKD-MBDぶっちゃけ話. 第4回石川腎と透析セミナ ;ー 20180202; 金沢. 
 
風間順一郎. 新しい時代を迎える二次性副甲状線機能亢進症治療. CKD-MBDを考える会 in 神奈川; 20180207; 
横浜. 
 
風間順一郎. 慢性腎臓病と骨粗鬆症. 第85県北腎泌尿器疾患研究会; 20180208; 福島. 
 
田中健一. これからの高尿酸血症・痛風の治療戦略. 日医生涯教育協力講座セミナ ;ー 20180218; 郡山. 
 
風間順一郎. Chronic Kidney Disease and Bone. ISN Frontiers Meetings 2018; 20180223; 東京. 
 
風間順一郎. 新しい時代を迎える二次性副甲状腺機能亢進症治療. Dialysis Scientific Exchange Meeting in品
川・太田; 20180301; 東京. 
 
風間順一郎. 遠隔地医療の現状と課題. 川俣・飯野医師会勉強会; 20180306; 川俣. 
 
風間順一郎. 福島から提案する透析医療の未来. 第13回魚沼腎透析懇話会学術講演会; 20180308; 南魚沼. 
 
風間順一郎. 新しい時代を迎える二次性副甲状腺機能亢進症治療. パーサビブ発売1周年記念講演会; 20180311; 
千葉. 
 
風間順一郎. 新しい時代を迎える二次性副甲状腺機能亢進症治療. 佐賀県透析医部会学術講演会; 20180313; 佐賀. 
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風間順一郎. 尿毒物質とは何か？ CKD Update in Sendai; 20180317; 仙台. 
 
風間順一郎. 福島県から提案する新しい透析診療の形. 郡山透析治療講演会; 20180320; 郡山. 
 
風間順一郎. レグパさんが語る私が歩んできた道. CKD-MBDセミナ  ー in 城東; 20180412; 東京. 
 
風間順一郎. 新しい時代を迎える二次性副甲状腺機能亢進症治療. 世田谷・渋谷・目黒地区学術講演会; 
20180413; 東京. 
 
風間順一郎. 新しい時代を迎える二次性副甲状腺機能亢進症治療. 中越CKD-MBD研究会; 20180417; 南魚沼. 
 
風間順一郎. 新しい時代を迎える二次性副甲状腺機能亢進症治療. CKD-MBD治療を考える会 in足立; 20180419; 
東京. 
 
風間順一郎. ふくしまから提案する新しい透析診療の形. 第43回相双地区透析施設連絡協議会; 20180426; 相馬. 
 
風間順一郎. レグパさんが語る私が歩んできた道. オルケディア錠発売記念講演会; 20180510; 大阪. 
 
風間順一郎. 東日本大震災と透析診療 福島と新潟の経験. 第26回神戸・透析と情報懇話会; 20180512; 神戸. 
 
菅野真理. 輸液の正しい使い方. 体液管理セミナ ;ー 20180518; 福島. 
 
風間順一郎. 作用機序から考える経口リン吸着薬. 第5回腎疾患治療を考える会 in 香川; 20180524; 高松. 
 
風間順一郎. 新しい時代を迎える二次性副甲状腺機能亢進症治療. Dialysis Workshop 2018; 20180525; 東京. 
 
田中健一. 福島における腎不全対策の現状と課題. 福島腎療会; 20180529; 福島. 
 
齋藤浩孝. 血圧関連の演題. 高血圧治療の戦略-降圧薬の使い方; 20180601; 福島. 
 
藤原もも子. 輸液の基礎に関する演題. 研修医のための輸液の基本; 20180601; 福島. 
 
風間順一郎. 作用機序から考える経口リン吸着薬. 淡路透析講演会; 20180607; 洲本. 
 
風間順一郎. レグパさんが語る私が歩んできた道. オルケディア錠発売記念講演会; 20180612; 福島. 
 
風間順一郎. 内科医が診る骨粗鬆症. 花巻市医師会生涯教育講座6月例会; 20180614; 花巻. 
 
風間順一郎. CKD-MBDぶっちゃけ話. 市原CKD骨代謝サミット; 20180703; 市原. 
 
齋藤浩孝. MPGN様の病理像を呈し、病態としてTMAが示唆されたTAFRO症候群の1例. 第29回東北腎フォ
ーラム; 20180707; 仙台. 
 
中島 彩. 福島県のCKD患者の実態－福島CKDコホート研究会から－. KIDNNY Summer Seminar; 
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20180714; 長野. 
 
風間順一郎. レグパさんが語る私が歩んできた道. 会津医学会学術講演会; 20180719; 会津若松. 
 
風間順一郎. CaSR作動薬をどう使いこなすか. CKD-MBD Round-tabie discussion in 横須賀; 20180724; 横須
賀. 
 
風間順一郎. 作用機序から考える経口リン吸着薬. 第2回透析合併症治療 Up to date; 20180725; 横浜. 
 
風間順一郎. 新しい時代を迎える二次性副甲状腺機能亢進症治療. 城北地区CKD-MBD Expert Meeting 2018; 
20180731; 東京. 
 
風間順一郎. 脆弱性骨折予防のためにかかりつけ医ができること. 骨粗鬆症における地域連携・多職種連携セミナ
 ー in 喜多方; 20180806; 喜多方. 
 
風間順一郎. レグパさんが語る私が歩んできた道. 八事透析合併症対策セミナ ;ー 20180809; 名古屋. 
 
田中健一. CKD患者の予後と血圧の関連～福島CKDコホートから～. 第154回県北臨床懇話会; 20180823; 福
島. 
 
風間順一郎. 新しい時代を迎える二次性副甲状腺機能亢進症治療. 第13回日本透析クリアランスギャップ研究会; 
20180826; 熊本. 
 
風間順一郎. レグパさんが語る私が歩んできた道. 第2回東尾張透析連携セミナ ;ー 20180828; 豊明. 
 
風間順一郎. CKD-MBDとReno-Skeletal症候群. 第64回信州腎セミナ ;ー 20180908; 松本. 
 
風間順一郎. CKD-MBDじゃねーよ、Reno-Skeletal Syndromeだぜ. 第30回兵庫県CKD-MBD懇話会; 
20180915; 神戸. 
 
風間順一郎. レグパさんが語る私が歩んできた道. 県南透析合併症対策講演会; 20180918; 横手. 
 
風間順一郎. 脆弱性骨折予防のためにかかりつけ医が出来ること. 太白区・若林区ブロック講演会; 20180925; 仙
台. 
 
風間順一郎. 脆弱性骨折予防のためにかかりつけ医が出来ること. 伊達医師会学術講演会; 20181010; 伊達. 
 
風間順一郎. 安全・安心・すやすやと眠りたいよね. 第57回全国自治体病院学会; 20181019; 郡山. 
 
旭 浩一. 地域で取り組むCKD対策：重症化予防とQOL改善のための多職種連携. 平成30年度第10回盛岡薬
剤師会研修会; 20181022; 盛岡. 
 
風間順一郎. 脆弱性骨折予防のためにかかりつけ医が出来ること. 骨折連鎖を断つ医療連携 in 青森; 20181024; 
青森. 
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旭 浩一. 生活習慣病・CKD重症化リスク解析と地域保健医療連携の展開－特定健診に関する公的研究をめぐっ
て－（特別企画 東北応援セミナー）. 城北CKD懇話会; 20181030; 東京. 
 
田中健一. 本邦の糖尿病病性腎臓病の予後とその要因－福島CKDコホートより－. 学術講演 心血管不全を考え
る; 20181031; 福島. 
 
田中健一. 福島医大におけるADPKDの診療体制. 第2回福島 水・電解質・代謝研究会; 20181102; 福島. 
 
風間順一郎. 新しい時代を迎える二次性副甲状腺機能亢進症治療. CKD-MBD Expert Workshop; 20181106; 福
山. 
 
岩崎剛史. 癌治療薬と腎障害. 第87回県北腎泌尿器疾患研究会; 20181108; 福島. 
 
風間順一郎. 作用機序から考える経口リン吸着薬. 第4回岡崎市透析ケア講演会; 20181108; 岡崎. 
 
田中健一. 地域に根ざしたCKD対策～福島における現状と課題～. 第27回福島内科フォーラム; 20181110; 福
島. 
 
風間順一郎. 骨粗鬆症治療の考え方～何を求め何を避けるか～. 宮城薬剤師学術フォーラム2018; 20181111; 仙
台. 
 
風間順一郎. レグパさんが語る私が歩んできた道. 館林邑楽CKD-MBD学術講演会; 20181113; 館林. 
 
田中健一. 慢性腎臓病における貧血管理の実態について－福島CKDコホート研究－. 第27回腎とエリスロポエ
チン研究会; 20181117; 東京. 
 
旭 浩一. CKD患者の重症化予防とQOL向上のために：多職種連携の考え方. 第52回岩手腎不全研究会; 
20181118; 盛岡. 
 
風間順一郎. レグパさんが語る私が歩んできた道. 第17回群馬透析フォーラム; 20181124; 前橋. 
 
風間順一郎. 透析アミロイド症の病態とリクセルの新展開. 横須賀透析アミロイド症講演会; 20181127; 横須賀. 
 
風間順一郎. かかりつけ医のための骨粗鬆症連携セミナ .ー 脆弱性骨折予防のためにかかりつけ医が出来ること; 
20181206; 山形. 
 
風間順一郎. 新しい時代を迎える二次性副福甲状腺機能亢進症治療. 第47回宮城県腎不全研究会; 20181212; 仙
台. 
 
田中健一. CKD診療ガイドライン2018エッセンから考える理想的なCKD対策. 伊達医師会CKD学術講演会; 
20181212; 伊達. 
 
風間順一郎. レグパさんが語る私が歩んできた道. 新潟県北MBD治療を考える会; 20181220; 新発田. 
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〔招待講演〕 
 
田中健一. CKD進展と高尿酸血症. 高尿酸血症と心腎連関セミナ 2ー018 in いわき; 20180126; いわき. 
 
田中健一. 腎臓領域における高尿酸血症治療の意義. 日医生涯教育協力講座セミナ ;ー 20180218; 郡山. 
 
旭 浩一. CKD重症化予防のための地域保健医療連携の実践. Diabetic nephropathy研究会; 20180419; 八戸. 
 
旭 浩一. 福島医大におけるPKD診療の取り組み. 白河腎疾患学術講演会～多発性嚢胞腎～; 20180614; 白河. 
 
旭 浩一. CKD重症化予防連携システムを核とした生活習慣病対策：福島市における展開. 郡山そらまめサミッ
ト2018～慢性腎臓病・生活習慣病の重症化予防を考える; 20180626; 郡山. 
 
旭 浩一. 福島市CKD重症化予防連携システムの生活習慣病対策への展開. 福島そらまめサミット2018～慢性
腎臓病・生活習慣病の重症化予防を考える; 20180705; 福島. 
 
旭 浩一. 地域医療連携の新たな枠組み：「糖尿病性腎症重症化予防プログラム」について. 郡山地区地域医療学
術講演会; 20180711; 郡山. 
 
旭 浩一. 腎臓内科は如何なる医療資源となりうるか：糖尿病性腎症重症化予防をめぐって. 第4回いわて糖・循
連関研究会; 20180903; 盛岡. 
 
田中健一. 本邦の糖尿病性腎臓病の予後とその要因～福島CKDコホートより～. 学術講演会 糖尿病と腎イベン
ト，心イベント; 20181031; 福島. 
 
旭 浩一. 今後の腎疾患対策のあり方～岩手県でいかに推進すべきか～. 第75回岩手腎疾患研究会; 20181102; 
盛岡. 
 
旭 浩一. CKD－糖尿病性腎症－生活習慣病：地域における重症化予防の考え方. 中部地区国保協議会研修会; 
20181108; 花巻. 
 
旭 浩一. 福島市生活習慣病重症化予防プログラム～CKD重症化予防連携システムからの発展と考え方～. 福島
市生活習慣病重症化予防プログラム研修会; 20181112; 福島. 
 
旭 浩一. 地域で取り組む糖尿病性腎症重症化予防：連携の考え方. 岩手糖尿病フォーラム; 20181126; 盛岡. 
 
旭 浩一. 糖尿病性腎症重症化予防：健康づくり対策における位置付けと連携の考え方. 糖尿病性腎症重症化予防
講演会; 20181130; 一関. 
 
旭 浩一. 慢性腎臓病(CKD)患者へのより良い医療の提供のために－私たちは何ができるか－. 三愛病院院内研修
会; 20181213; 盛岡. 
 
〔その他〕 
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旭 浩一. CKD疫学調査分科会進捗報告. AMED山縣班 平成30年度第1回研究管理委員会; 20180414; 京都. 
 
丸山彰一, 横山 仁, 旭 浩一, 岡田浩一, 成田一衛. 「難治性腎障害に関する調査研究」報告. 第61回日本
腎臓学会学術総会; 20180610; 新潟. 日本腎臓学会誌. 60(3):311. 
 
風間順一郎. Reno-Skeletal Syndrome. 第53回日本小児腎臓病学会学術集会; 20180629; 福島. 
 
風間順一郎. 追加発言：透析医療は地域の安全保障である. 第63回日本透析医学会学術集会・総会; 20180630; 
神戸. 
 
風間順一郎. CKD-MBDと腎骨症候群. 第63回日本透析医学会学術集会・総会; 20180701; 神戸. 
 
旭 浩一. 研究成果のまとめ2017-18. 第5回特定健診研究班報告会イン沖縄; 20180720; 那覇. 
 
旭 浩一. CKD疫学調査分科会進捗報告. AMED山縣班 平成30年度第2回研究管理委員会; 20180804; 東京. 
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